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日
高
学
区
市
民
自
治
会
広
報

部
を
こ
の
度
退
任
し
た
、
阿
部

一
夫
さ
ん
は
岩
手
県
一
関
に
生

ま
れ
県
立
一
関
第
一
高
校
、
山

形
大
学
工
学
部
卒
業
後
旧
日
立

電
線
に
入
社
。
最
初
は
製
造
現

場
に
従
事
し
、
退
職
に
至
る
ま

で
送
電
線
、
銅
溶
解
鋳
造
か
ら

電
線
、
複
合
金
属
、
配
線
部
品

製
造
等
各
種
工
程
や
管
理
部
門

に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
米
国
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
近
郊
）に
３
年
、
中
国（
深
　
、

香
港
）
に
６
年
半
海
外
赴
任
を

勤
務
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

英
語
圏
、
漢
語
圏
２
つ
の
異
な

る
異
文
化
社
会
に
接
し
、
様
々

な
経
験
を
し
た
こ
と
は
、
外
か

ら
日
本
を
見
直
す
機
会
と
併
せ

て
、
私
の
人
生
に
於
い
て
得
る

こ
と
が
多
く
こ
の
上
な
い
幸
せ

で
あ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
か
ら
自
治
会
活
動

に
参
加
し
９
年
間
活
動
で
き
た

の
は
、
会
社
時
代
の
同
僚
、
先

輩
、
後
輩
が
多
く
自
治
委
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
の
で
私
と

し
て
は
心
強
く
、
充
実
し
た
時

間
を
送
ら
せ
て
も
ら
い
感
謝
し

て
い
ま
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
又
阿
部
さ
ん
の
故
郷
一
関
市

の
隣
は
奥
州
市
、
名
刈
中
尊
寺

と
毛
越
寺
は
幼
稚
園
、
小
学
校

の
遠
足
コ
ー
ス
で
し
た
。
な
お

こ
の
地
方
に
は
餅
文
化
が
古
く

か
ら
あ
り
帰
省
時
は
必
ず
数
種

類
の
餅
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。

　
趣
味
と
し
て
は
、
秘
湯
巡
り
、

ゴ
ル
フ
、
蕎
麦
打
ち
、
そ
し
て

中
国
で
覚
え
か
け
た
漢
語
の
手

習
い
等
を
遊
び
半
分
で
楽
し
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
　
賢
一
）

小木津町

阿部　一夫さん

（70歳）

～

経

験

か

ら

学

ぶ

～

シンボルの日立紅寒桜

福祉活動の様子を確認しました

過
ぎ
行
く
時
を
大
切
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
今
年
度
も

お
世
話
に
な
り
ま
す
　
～
福
祉
連
絡
会
～

　
「
日
立
紅
寒
桜
」
や
「
お
ぎ
つ

や
よ
い
」
な
ど
の
日
高
交
流
セ

ン
タ
ー
の
桜
は
、
日
立
市
内
の

桜
の
名
所
「
わ
が
町
の
桜
23
選
」

の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
前
広
場

に
あ
り
、
自
由
に
花
見
が
で
き

ま
す
。
今
年
の
春
も
自
治
会
員

有
志
の
皆
さ
ん
の
手
で
ぼ
ん
ぼ

り
が
飾
ら
れ
、
昼
間
の
み
な
ら

ず
、
夜
桜
を
綺
麗
に
映
し
出
し

て
い
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
の
桜

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
の
桜

　
つ
い
に
、
４
年
ぶ
り
に
日

立
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０

０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
平

和
通
り
の
さ
く
ら
は
満
開
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
さ
く
ら

の
ト
ン
ネ
ル
に
は
２
日
間
で

延
べ
55
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
太
鼓
や
笛
の
音

色
に
、
地
元
飲
食
店
の
出
店

等
も
あ
り
、
来
場
者
は
日
立

さ
く
ら
ま
つ
り
を
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
地
域
を
閉
塞
感
で
包
ん
だ

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
待
ち
に

待
っ
た
市
を
代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
無
事
開
催
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
市
内
各
地
域
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
活

気
あ
る
行
事
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
す
べ
て
の
年
代
層

が
一
致
団
結
し
、
地
域
が
一

体
と
な
る
日
高
お
ん
も
さ
祭

り
が
大
盛
況
と
な
る
こ
と

を
、
今
か
ら
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

日高おんもさ祭りに期待！！
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続
く
中

で
の
日
高
市
民
自
治
会
総
会
が
、

多
く
の
役
員
や
幹
事
に
よ
り
開

催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
が
承
認
さ
れ
令
和
５
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
役
員

で
の
特
色
は
、
広
報
部
幹
事
と

し
て
３
名
が
入
部
し
た
事
で
あ

る
。
マ
ン
ネ
リ
化
し
つ
つ
あ
る

紙
面
に
、
新
風
を
吹
き
込
ま
せ
、

地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
広
報

紙
と
期
待
し
た
い
。
　 (

菊
地)

　
４
月
20
日
、
日
高
交
流

セ
ン
タ
ー
２
階
１
号
室
に

お
い
て
、
日
高
学
区
市
民

自
治
会
社
会
福
祉
委
員
会

の
連
絡
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
な
ど
の
子
育
て
支
援

事
業
、
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
・

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
見
守

り
支
援
な
ど
の
高
齢
者
等

支
援
事
業
、
お
ん
も
さ
祭

り
・
敬
老
会
・
鳥
追
い
祭

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
支
援

事
業
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
36
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、
事
業
報

告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。
特
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
部
で
は
、
今
年

度
よ
り
、
再
生
資
源
回
収
困
難

者
宅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
回
収
事

業
の
発
足
や
困
り
ご
と
お
助
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
検
討
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
必
要
な

会
議
を
重
ね
、
活
動
内
容
が
具

体
化
さ
れ
る
よ
う
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
総
務
部
、
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部
、
ふ
れ
あ
い
事
業
部

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
規
制
措
置
緩
和
に
伴
い
、

コ
ロ
ナ
禍
で
規
制
を
受
け
て
い

た
活
動
が
緩
和
さ
れ
コ
ロ
ナ
禍

前
の
日
常
に
近
づ
く
こ
と
で
、

人
々
が
ふ
れ
あ
え
る
事
業
の
再

開
に
も
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
程
、
日
高
俳
句
会
よ
り

日
高
の
福
祉
活
動
に
と
、
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。
日
高
俳
句

会
は
長
年
に
渡
る
活
動
の
中
、

文
化
祭
や
広
報
日
高
に
も
作
品

を
寄
せ
ら
れ
、
楽
し
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

令
和
４
年
度
を
も
っ
て
会
を
閉

じ
た
そ
う
で
す
が
、
頂
い
た
ご

厚
意
は
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
2
月
25
日
、
池
の
川
さ
く
ら

ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
（
公
財
）

日
立
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の

設
立
30
周
年
記
念
式
典
・
令
和

4
年
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
で
、

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
　
良
平

　
設
立
30
周
年
記
念
感
謝
状

　
（
20
年
以
上
の
功
労
者
）

　
根
本
　
伸
一

　
令
和
4
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　
　
　

　
日
高
小
学
校
6
年
の
加
古
瑠

莉
那
さ
ん
は
、
昨
年
日
本
郵
便

が
主
催
し
た
「
第
55
回
手
紙
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

生
シ
ラ
ス
丼
を
食
べ
た
際
の
感

動
を
祖
父
母
あ
て
の
絵
手
紙
に

し
た
作
品
が
最
高
賞
の
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
日
立
市

が
主
催
す
る
「
ひ
た
ち
大
好
き

博
士
事
業
」
に
お
い
て
地
域
事

業
に
小
学
校
2
年
の
時
か
ら
参

加
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

名
誉
博
士
第
1
号
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
加
古
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
色
々
な
こ
と
に
取
り
組

み
、
将
来
は
女
流
棋
士
か
先
生

に
な
り
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
表
彰

永
年
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労

日
高
小
学
校
加
古
さ
ん

が
ダ
ブ
ル
受
賞

日
高
俳
句
会
よ
り
寄
付

日高町
佐藤　匡広


